
図 1 生物の種類の比較
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豊
富
な
生
物
資
源
と
貧
弱
な
鉱
物
資
源

日
本
の
陸
地
面
積
は
世
界
の
六
十
番
目
程
度

と
い
う
小
国
で
あ
る
が
、
多
数
の
島
嶼
が
存
在

す
る
た
め
海
岸
か
ら
二
百
海
里

（三
百
七
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
の
海
域
で
あ
る
排
他
的
経

済
水
域

(E
E
N
)
の
面
積
は
世
界
八
位
と
い
う

大
国
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
列
島
が
北
東
か
ら

南
西
に
弓
形
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
東
西
の
最

大
距
離
は
三
千
百
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北

は
二
千
七
百
九
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
広
大

な
範
囲
に
国
土
が
展
開
し
て
い
る
。

日
本
が
大
国
で
あ
る
こ
と
は
北
米
大
陸
と
比

較
す
る
と
理
解
で
き
る
。
日
本
の
北
端
は
択
捉

島
の
北
緯
四
五
度
三
三
分
で
あ
り
、
こ
れ
は
北

米
大
陸
で
は
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
ー
ル
の
位
置

に
相
当
す
る
。
南
端
は
沖
ノ
鳥
島
の
北
緯
二
〇

度
二
五
分
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
マ
イ

ァ
ミ
の
位
薗
で
あ
る
。
東
西
で
は
北
米
大
陸
の

東
西
距
離
の
約
七
五
％
に
相
当
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
ま
で
の
距
離

で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
日
本
に
は
多
種
多
様
な
生
物
が

存
在
す
る
。
数
例
を
紹
介
す
る
と
、
哺
乳
類
は

国
内
に
百
八
十
八
種
が
生
息
し

、

そ
の
う
ち
—
―

二
％
に
相
当
す
る
四
十
一
種
は
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ

マ
ネ

コ、

ニ
ホ
ン
ア
シ
カ
な
ど
日
本
固
有
の
動

哺乳類

爬虫類

両生類

植物
(7/5に圧箱）

゜■ 一般種 （日） 固有種（日）
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■ 一般種（英）

41 

200 

II固有種（英）

物
で
あ
る
。
爬
虫
類
は
八
十
七
種
が
生
息
し
、

―
―
―
八
％
の
―
―
-
＋
＿
＿
一
種
、
両
生
類
は
六
十
一
種
が

生
息
し
、
七
四
％
の
四
十
五
種
が
日
本
固
有
で

あ
る
。
植
物
は
五
千
五
百
六
十
五
種
が
生
育
し

て
お
り
、
一
＿
一
六
％
の
二
千
一
＿
一
種
が
日
本
固
有
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
の
素
晴
ら
し
さ
は
日
本
と
同

様
の
島
国
の
イ
ギ
リ
ス
と
比
較
す
る
と
明
確
に

な
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
生
息
す
る
哺
乳
類
は
五
十

種
で
固
有
は
ゼ
ロ
、
爬
虫
類
は
八
種
で
固
有
は

ゼ
ロ
、

両
生
類
は
七
種
で
固
有
は
ゼ
ロ
、

植
物

は
千
六
百
二
十
三
種
で
固
有
は
一

％
の
十
六
種

で
し
か
な
い
（
図
1
)
。
イ
ギ
リ
ス
の
国
士
面
積
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図2 森林面積比率と人口密度 (2015)
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は
日
木
の
六
四
％
と
い
う
影
響
も
あ
る
が
、
人

口
密
度
も
日
本
の
七
五
％
で
あ
る
か
ら
、
生
物

資
源
の
大
差
の
理
由
は
面
積
の
規
模
で
は
な
い
。

最
大
の
理
由
は
国
土
の
森
林
面
積
比
率
で
あ

る
。
世
界
各
国
の
森
林
面
積
比
率
で
日
本
は
六

八
％
で
十
七
番
目
で
あ
る
が
、
日
本
よ
り
上
位

は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、
パ

ラ
オ
な
ど
島
国
の
小
国

が
大
半
で
、

一
定
規
模
以
上
で
は
フ

ィ
ン
ラ
ン

ド
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
み
で
あ
る
。

＿
方
、
イ

ギ
リ
ス
は
一
三
％
で
百
三
十
五
位
で
あ
る
。
産

業
革
命
初
期
に
燃
料
と
し
て
森
林
を
大
塁
に
伐

採
し
た
影
響
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
生
物
の
棲
息

に
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る

（図
2
)。

世
界
有
数
の
都
市
鉱
山
が
あ
る
日
本

生
物
資
源
で
は
大
国
の
日
本
で
あ
る
が
、
残

念
な
こ
と
に
日
本
の
弱
点
は
鉱
物
資
源
で
は
小

国
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
で

は
新
潟
な
ど
に
油
田
が
存
在
す
る
も
の
の
、
そ

れ
ら
に
よ
る
自
給
比
率
は

0
•

四
％
。
石
炭
は

釧
路
で
掘
削
さ
れ
て
い
る
が
実
質
は
ゼ
ロ
で
あ

り
、
水
力
発
電
と
風
力
、
太
陽
、
木
材
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
八
％
を
自
給
し
て
い

る
だ
け
で
、
自
給
比
率
は

O
E
C
D
加
盟
三
十

六
カ
国
の
一
＿一
十
五
位
で
あ
る
（
図
3
)。

金
属
資
源
に
つ
い
て
、
日
本
は
江
戸
時
代
ま

で
世
界
有
数
の
金
・
銀
・
銅
の
生
産
国
で
あ
っ

た
。
金
で
は
佐
渡
の
相

1
金
山
、
銀
で
は
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
石
見
銀
山
、
銅

で
は
足
尾
銅
山
な
ど
が
代
表
で
、
相
川
金
山
は

江
戸
前
期
に

は
金
を
年
間
四
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

銀
を
四
十
ト
ン
も
採
掘
し
て
お
り
世
界
有
数
の

鉱
山
で
あ

っ
た
。

当
時
の
日
本
は
全
体
で
年
間

―
一
百
ト
ン
の
銀
を
産
出
し
て
お
り
、
こ
れ
は
世

界
全
体
の
三

0
％
以
上
で
あ

っ
た
。

し
か
し
現
在
で
は
鉄
鉱
も
銀
鉱
も
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
の
原
料
で
あ
る
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
も
ほ
ぼ
一

0
0
％
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
金
鉱
は
鹿
児

島
県
に
あ
る
菱
刈
鉱
山
が
世
界
有
数
の
品
位
の

金
鉱
を
産
出
し
、
そ
れ
以
外
で
も
生
産
さ
れ
て

い
る
が
、
日
本
の
年
間
の
総
生
産
量
は
八
ト
ン

程
度
で
あ
り
、
世
界
の
三
千
二
百
ト
ン
の

O・

二
五
％
と
い
う
規
模
で
あ
る
。
日
本
は
工
業
大

国
で
あ
る
が
、
そ
の
原
料
に
つ
い
て
は
完
全
に

海
外
に
依
存
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
日
本
国
内
に
は
世
界
有
数
の
都
市

鉱
山
が
存
在
す
る
金
属
資
源
大
国
で
あ
る
と
い

う
意
見
を
一
九
八
八
年
に
東
北
大
学
の
南
條
道

夫
教
授
が
発
表
さ
れ
、
さ
ら
に
二

0
0
八
年
に

物
質
・
材
料
研
究
機
構
が
様
々
な
金
属
に
つ
い

て
都
市
鉱
山
の
規
模
を
発
表
し
て
世
間
で
話
顆

に
な

っ
た
。
都
市
鉱
山
と
は
元
来
は
外
国
か
ら

輸
入
し
た
金
属
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
工
業
製
品
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都
市
鉱
山
の
規
模
や
実
際
を
象
徴
す
る
話
題

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
と
理
解
が
容
易

で
あ
る
。
来
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
開
催

さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ

ク
競
技
大
会
で
勝
者
に
授
与
す
る
金
・
銀
・
銅

の
メ
ダ
ル
を
都
市
鉱
山
か
ら
採
掘
し
た
金
属
で

製
造
し
よ
う
と
い
う
「
都
市
鉱
山
か
ら
作
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
組
織
委

員
会
の
公
認
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
現
在
、
進

行
し
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
約

五
千
個
の
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
る
が
、
国
民
か

ら
不
要
に
な

っ
た
携
帯
電
話
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
情
報
端
末
機
器
を
供
出
し

て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
回
収
し
た
金
属
で
メ
ダ

ル
を
製
造
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
は

日
本
が
都
市
鉱
山
の
大
国
で
あ
る
こ
と
を
内
外

に
周
知
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
が
大
会
に

参
加
す
る
意
識
を
涵
養
す
る
こ
と
に
も
な
る
秀

逸
な
企
画
で
あ
る
。

携
帯
電
話
の
内
部
に
組
込
ま
れ
た
部
品
に
は

様
々
な
鉱
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
集
積
回
路

は
金
、
銀
、
銅
、
錫
、
電
池
は
ニ
ッ
ケ
ル
、
接

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
国
内
に
滞
留
し
て
い
る
金

属
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

続
端
子
は
金
、
銅
、
ニ

ッ
ケ
ル
、
抵
抗
素
子
は

銀
、
銅
、
鉄
、
鉛
、
ニ

ッ
ケ
ル
、
表
示
装
置
は

錫
、
バ
リ
ウ
ム
、
イ
ン
ジ
ウ
ム
、
コ
イ
ル
は
銅

を
含
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
鉱
物
は
複
合
物

質
に
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
微
量
で
あ
る

か
ら
回
収
に
は
技
術
が
必
要
で
あ
る
が
、
十
分

に
見
返
り
の
あ
る
対
象
で
あ
る
。

＿
例
と
し
て
、
一

台
の
携
帯
電
話
か
ら

O
・

0
三
グ
ラ
ム
の
金
が
回
収
で
き
、
重
量
で
一
ト

ン
に
な
る
一
万
台
か
ら
は
三
百
グ
ラ
ム
が
回
収

で
き
る
。
末
端
価
格
で
は
百
五
十
万
円
で
あ
る
。

菱
刈
鉱
山
の
金
鉱
は
世
界
最
高
の
品
位
で
、
一

ト
ン
の
鉱
石
の
金
含
有
量
は
三
十
グ
ラ
ム
程
度

と
さ
れ
る
の
で
、
携
帯
電
話
は
そ
の
十
倍
の
品

位
の
鉱
石
に
相
当
す
る
。
そ
こ
で
携
帯
電
話
を

何
台
回
収
す
れ
ば
三
種
の
メ
ダ
ル
を
製
造
で
き

る
か
を
簡
単
に
計
算
し
て
み
る
。

金
メ
ダ
ル
と
銀
メ
ダ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
千
六
百

個
、
銅
メ
ダ
ル
は
千
八
百
個
が
必
要
で
あ
る
。

大
会
の
規
定
で
は
メ
ダ
ル
の
寸
法
は
直
径
六
十

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
厚
さ
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
上
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
最
小
寸
法
で

計
算
す
る
。
金
メ
ダ
ル

は
全
部
が
金
塊
で
は
な

く
、
一
＿
一
百
六
十
グ
ラ
ム
の
銀
で
土
台
を
製
造
し
、

そ
の
表
面
を
六
グ
ラ
ム
の
金
で
被
覆
す
る

こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
銀
メ
ダ
ル
と
銅
メ
ダ
ル
は
全

体
が
銀
も
し
く
は
銅
で
あ
る
。

そ
れ
を
根
拠
に
す
る
と
、
金
は
九
・
六
キ
ロ

グ
ラ
ム
、
銀
は
千
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
銅
は
五
百

五
十
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
を

携
帯
電
話
か
ら
回
収
し
よ
う
と
す
る
と
、
金
は

三
十
二
万
台
、
銀
は
五
百
八
十
万
台
、
銅
は
四

万
台
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
最
大
の
台
数
で
あ

る
五
百
八
十
万
台
が
回
収
必
要
台
数
に
な
る
。

最
近
は
廃
棄
さ
れ
る
携
帯
電
話
が
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
年
間
約
六
百
万
台
は
回
収

さ
れ
て
い
る
の
で
、
達
成
可
能
な
目
標
で
あ
る
。

日
本
の
都
市
鉱
山
の
規
模

金
属
資
源
の
不
足
し
て
い
る
日
本
は
大
量
の

資
源
を
海
外
か
ら
輸
入
し
、
鉄
道
、
鉄
橋
、
電

線
な
ど
社
会
基
盤
や
、
車
両
、
機
械
、
装
置
な

ど
工
業
製
品
に
加
工
し
て
社
会
に
蓄
積
し
て
き

た
。
そ
れ
ら
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
金
属
資
源
が

都
市
鉱
山
で
あ
る
が
、
そ
の
総
量
が
世
界
に
埋

蔵
さ
れ
て
い
る
資
源
の
何
割
に
相
当
す
る
か
を

二
〇
＿
七
年
に
つ
い
て
調
査
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
技
術
設
計
機
構
の
資
料
に
よ
っ
て
日
本

の
都
市
鉱
山
の
規
模
を
紹
介
す
る
。

最
大
比
率
は
ア
ン
チ
モ
ン
の
二
二
％
で
、
以

下
、
錫
が
＿
四
％
、
金
が
＿
＿

％、

銀
が
一
〇

％
、
鉛
が
六
％
、
亜
鉛
が
六
％
、
銅
が
五
％
な

ど
と
な

っ
て
い
る
（図
4
)。
こ
れ
ら
は
国
内
に

鉱
脈
と
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
資
材
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と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
社

会
基
盤
や
工
業
製
品
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
の
ま
ま
資
源
と
し
て
利
用
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
資
源
小
国
日
本
と
い
う
評
価
を
見
直

す
契
機
に
は
な
る
。

日
本
の
都
市
鉱
山
の
規
模
を
世
界
各
国
の
埋

蔵
量
と
比
較
す
る
と
日
本
は
意
外
な
資
源
大
国

で
あ
る
。
金
の
埋
蔵
量
が
世
界
最
大
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
九
千
五
百
ト
ン
、
二
位
の
ロ
シ
ア

が
八
千
ト
ン
、
三
位
の
日
本
は
六
千
八
百
ト
ン

（図

5
)。
銀
は
一
位
の
ペ
ル
ー
が
十
二
万
ト
ン
、

二
位
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
九
万
ト
ン
、
日
本

は
六
万
ト
ン
で
五
位
（
図

6
)。
銅
は
一
位
の
チ

図4 日本の都市鉱山蓄積量／世界埋蔵量 (%) 
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